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我が国の平均寿命は平成3年に男性76.11年，女性82.11年となり，世界最長寿国となってい
る。平成3年では65歳以上の高齢者数は総人口の12.6%を占めているが，平成37年には約2倍
以上の25.8%に達することが予想されている。この急速な長寿化は，感染症の克服等により全
年齢階層で死亡率が低下したことや，社会経済の発展に伴い栄養状態が改善された結果と考え
られる。このように非常に長命にはなったが，加齢に伴っておこる心身機能の低下の速度をで
きるだけ緩やかに， つまり生きがいをもち社会的にも認められる心身ともに健やかな長寿を私
たちは願っている。
「食」 は生命維持につながる基本的かっ重要な行動である。健康を管理し噌好を満足させる
ばかりでなく，安らぎ，潤いを与える食生活がどれほど好ましい状態にあるかは，高齢者の生
活の質をみるうえでの基盤となっていると思われる。
このような観点から今回は江別市在住の老人大学，健康教室に通う60歳以上の高齢者を対象
に食生活調査を試みた。第1報では食に影響を及ぼすと思われる家族構成， 活動状況，健康状
態及びこれらと食事に対する満足度とのかかわりを，第2報では栄養摂取状況について調査の
結果を述べていく。
E 調査方法
(1）調査対象者，江別市で、行っている老人大学及び高齢者健康教室に参加している60歳以上
の高齢者を対象に行った。
(2）調査時期，平成4年2月一3月に行った。
(3）調査方法及び内容，対象者に調査用紙を配布し内容を説明，その場で記入後回収， また
は後日郵送により回収した。内容は次の5項目についてそれぞれ設問した。
1.基本的属性 2.活動状況 3.健康状態 4.食事状況及び満足度
5.健康のために注意していること
(4）調査回収状況，有効回収率は76.1%で，男女あわせて362人であった。
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E 結果及び考察
1.基本的属性
表 1に 「調査対象者jを示した。男性144人，女性218人，合計362人である。年齢別では65
-69, 70-74歳が多く，これらを合わせると男性で72.9%，女性で86.2%を占める。
対象者の 「家族構成」を表2に示した。男女の単独者と夫婦を，さ らに同居者の有無によっ
て分けた。配偶者とともに暮らす男性は93.0%，女性は55.5%と男性のほうが圧倒的に多い。
夫婦共に健在の場合は，子らと生計を別にしている割合が高いが，単独者の場合は逆に同居し
ていることカf多い。
年齢
60-64歳
65-69歳
70～74歳
75-79歳
80歳以上
百十
表1 調査対象者
男 女
人数（%） 人数（%）
2 ( 1.4) 4 ( 1.8) 
53 ( 36.8) 103 ( 47.2 
52 ( 36 .1) 85 ( 39.0) 
28 ( 19 .4) 18 ( 8.3) 
9 ( 6.3) 8 ( 3.7) 
144 (100 .0) 218 (100.0) 
表2 家族構成
男
計
人数 （%）
6 ( 1.7) 
156 ( 43.1) 
137 ( 37.8) 
46 ( 12.7) 
17 ( 4. 7) 
362 (100.0) 
L正
年齢 総数人 単独単独＋ 夫婦夫婦＋ 無回答 総数人単独単独＋ 夫婦夫婦＋ 鉦回答
（%） 世帯子，孫他 世帯 子，孫他 （%） 世帯 子，孫他 世帯 子，孫他
60～64歳 2 0 0 2 0 0 4 0 2 2 0 0 
( 0.0) ( 0.0) (100.0) ( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) (50.0) (50.0) ( 0.0) ( 0.0) 
65～69歳 53 1 0 39 12 I 103 20 15 55 13 0 
( 1.9) ( 0.0) (73.6) (2.6) ( 1.9) (19.4) (14.6) (53.4) (12.6) ( 0.) 
70ー 74歳 52 I I 38 12 0 85 9 32 35 8 I 
( 1.9) ( 1.9) (73.1）包3.1) ( 0.0) (10.6) (37 .6) (41.2) ( 9.4) ( 1.2) 
75-79歳 28 I 1 20 5 1 18 8 4 1 5 O 
( 3.6) ( 3.6) (71.3) (17 .9) ( 3.6) (44.4) (22.2) ( 5.6) (27 .8) ( 0.0) 
80歳以上 9 0 3 2 4 0 8 1 5 2 0 0 
( 0.0) (33.3) (22.2) (44.5) ( 0.0) (12.5) (62.5) (25.0) ( 0.0) ( 0.0) 
言十 144 3 5 101 33 2 218 38 58 95 26 1 
(100.0) ( 2.1) ( 3.5） σ0.1) (2.9) ( 1.4) (100.0) (17.4) (26.6) (43.6) (11,9) ( 0.5) 
平成 3年国民生活基礎調長によると 「60歳以上の者のいる世帯Jは全世帯の38.1%となって
いる。これを世帯構成別にみると「単独世帯」は15.3% （昭和50年は8.8%）でそのうち男性
の単独者は3.1%，女性は平均寿命が高いためか12.2%と高くなっている。 「夫婦のみの世帯」
は24.8% （昭和50年は14.6%）で両世帯とも，年々 増加している。一方， 「子と同居」 の割合
は減少している。また，配偶者の有無別による家族形態別構成割合によると，60, 65, 70歳以
上のいずれも「配偶者あり」の場合は 「子と同居していないJ比率が高いが，「配偶者なし」
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の場合は 「子供夫婦と同居」している場合が多い。
2. 活動状況
表 3に 「仕事の有無」を示した。 収入を伴う仕事をもっ男性は13.2%，女性は3.7%と低い。
平成 3年の調査によると「仕事あり」の60歳以上の男性は52.8%，女性は22.0%,70歳以上で
はそれぞれ32.7%, 11.4%となっているが本調査では対象者が老人大学，健康教室に通ってい
る者であるため当然低くなっている。 仕事の内容はパート， 自営業，農業などとなっているが，
75歳以上でパートに出ている者はみられなかった。
表3 仕事の有無
男 女
絵、 総
年 齢 数 あ な 無 数 あ な 鉦
パ農営業自 そ 答回 パ農 p自呂4 そ 答回人 り ！の し 人 り l の し
（%） ト業 他 （%） ト業業他
60～64歳 2 。 0 0 0 0 2 。 4 。 0 0 0 0 4 。
( 0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (100.0) (0.0) 
65-69歳 53 12 5 0 3 4 41 。 103 4 2 0 2 0 97 2 
(22. 6) (77.4) (0.0) (3.9) (94.2) (1.9) 
70-74歳 52 5 4 0 I O 45 2 85 4 O I 3 0 76 5 
( 9.6) (86.6) (3.8) (4.7) (89.4) (5.9) 
75～79歳 28 I 0 0 I O 26 I 18 。 0 0 0 0 18 。
( 3.6) (92.8) (3.6) (0.0) (!CJ.0) (0.0) 
80歳以上 9 I O I O O 8 。 8 。 0 0 0 0 8 。
(1.1) (88.9) (0.0) (0.0) (100.0) (0.0) 
計 144 19 9 I 5 4 122 3 218 8 2 1 5 0 203 7 
(IOO.O) (13.2) (84.7) (2.1) (100.0) (3.7) (93.1) (3.2) 
30-69歳を対象に総務岸が行った， 何歳位まで収入を伴う仕事をしたいかという就労意欲を
きいた統計によると 「65歳位まで」働きたいとする者が25.1%，「働ける限り」が22.3%，「60
歳位まで」は19.8%，「70歳位まで」は14.5%となっている。しかし同じ総務庁の就業構造基
本調重によると男性の60-64歳層の約 8書ljが就業意欲を持っているが，65歳以上では約 4割に
低下している。同じく，仕事を続けたいと思っている有業者も約6割から 3割強に減っている。
労働省の高年齢者就業実態調査による就業理由では「自分と家族の生活を維持するため」が多
いが高齢となるほどその割合は低下し 「生活の足しにするため」「健康のため」 「生きがい・社
会参加のためjなどが多い。洞察力や総合的判断力など，加齢と共に上昇する能力もあり，体
力や年齢にあった短時間勤務や任意就業などの多様な仕事があるなら，役割意識や生きがいを
持ちもっと社会参加することができるだろう。
表 4に「仕事を持たない人の外出状況」を示した。週に 2, 3回以上外出する人は男性91.8%, 
女性78.3%となっており， 80歳以上においても男性のほうがやや活動的と思われる。女性は各
年代層とも週2' 3回の外出が多い。その活動内容（表5）をみると男女とも老人クラブに参
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仕事を持たない人の外出状況
男
週に週にその他無回答
2、3回 l 回
(50.0) 
女
週に週に
2、3回 I 回
2 0 
(50.0) ( 0.0) 
表4
その他無回答日毎対象者人
（%） 
4 
(100.。）
日毎対象者人
（%） 
2 
(100.0) 
年齢
0 
( 0.0) 
。
( 0.0) 
2 
(50.0) 
0 
( 0.0) 
。
( 0.0) 
0 
( 0.0) 
1 
(50.0) 
60～64歳
13 
(13 .4) 
3 
( 3.1) 
7 
( 7 .2) 
48 
(49.5) 
26 
(26.8) 
97 
(100.0) ( 2.4) ( 2.4) ( 2.4) 
16 
(39.0) 
22 
(53.8) 
41 
(100.0) 
65-69歳
11 
(14.5) 
0 
( 0.0) 
4 
( 5.3) 
43 
(56 .5) 
18 
(23. 7)
76 
(100. 0) 
2 
( 4.4) ( 2.2) 
2 
( 4.4) 
20 
(44.5) 
20 
(44.5) 
45 
(1C8.0) 
70-74歳
3 
(16. 7) 
0 
( 0.0) 
）???
???
（?10 
(55.5) 
5 
(27.8) 
18 
000.0) ( 3.8) 
0 
( 0.0) 
1 
( 3.8) 
15 
(57. 7)
9 
(34. 7) 
26 
(100.0) 
75～79歳
(12.5) 
0 
( 0.0) 
3 
( 1.5) 
2 
(25.0) 
13 
( 6.4) 
4 
(50.0) (12. 5) 
8 
(100.0) 
0 
( 0.0) 
。
( 0.0) 
2 
( 1.6) 
0 
( 0.0) 
6 
(75.0) 
58 
(47.5) 
2 
(25.0) 
8 
(100.0) 
122 
(100.0) 
80歳以上
28 
(13.8) 
107 
(52. 7) 
52 
(25.6) 
203 
(100. 0) 
4 
( 3.3) 
4 
( 3.3) 
54 
(44 .3) 
計
仕事，老人大学，健康教室以外の活動（複数回答）表5
趣味無
文運
回
動化
女
?????
?
?
? ?
?
?
ィ
?
?
??
???
?? ?
?
??
?? の
総趣味無
文運
回
動イヒ
男
?
?
?
?
?
??
?
ィ
?
?
?
?
???
??
?
???
?
???
?? の
総
齢年
答
0 0 2 
17 9 48 
13 10 37 
13 3 7 
2 1 3 
的的他
? ?
ヮ???
?
?
?
?
ヮ?
???
??
????
??
??
?
??
???
数
4 1 
103 30 
85 37 
18 8 
8 4 
答
60～ 64歳
65-69歳
70～74歳
75～ 79歳
80歳以上
的
0 0 
3 19 
1 14 
2 9 
2 3 
的
? ?
?
????
??｛
0 0 
1 12 
2 5 
0 3 
0 0 
??
?????
数
2 1 0 
53 13 15 
52 20 10 
28 11 6 
9 7 0 
45 23 97 8 218 80 11 8 45 13 3 20 144 52 31 計
（人）
加している割合が高く，地域社会活動に参加している者は男性のほうが多い。 町内会役員，民
生委員そのほか神社役員など町の長老としてまとめ役，相談役として活躍しており，一方女性
のほうは外へ働きかけるよりむしろ趣味を楽しんでいる様子が伺える。一般にボランティアな
どの社会的活動を行う習慣は少ない。この傾向は仙台市で前期高齢者（65～74歳） を対象に行っ
た 「日常生活に関するアンケート」にもみられる。それによると男性，女性とも約半数が地域
活動に参加の意向をもっている。 「人の役に立ちたい」という気持ちに変わりはないがその内
容は，男性では自治活動（52%），趣味 ・特技（37%）の順となっており，女性では逆転しそ
れぞれ31%, 62%となっている。埼玉県老人大学聴講生にとって 「自分がもっともいきいきと
「知人 ・友人と話している
グループ活動に参加し
していると感じるときJは「好きな趣味 ・クラブ」 に打ち込んだり
ときJ「働いているときJと答える者が多い。又，別の調査によるが，
ている理由に 「楽しい」「健康に良いため」などのほかに，「自分の向上のため」 「世の人のため」
などを上げている者も多い。自分自身の楽しみと同時に社会の役に立つことを願う人も多い。
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家でのすごし方として，「家事Jに参加している状況を表6に示した。男性でも家事を 「毎
日するJ「時々するJを合わせると73.6%となり，特に70歳代が高く なっている。図 1は，家
事の内容を家の中，外に分け参加数の多い7項目の男女別状況を示したグラフである。家の中
では，男性は「掃除」が45人と多く「食事の後片づけ」 15人， 「布団の上げ下ろし」 12人となっ
ている。一方女性は食事を作ることを含む「炊事jが177人，次いで「家事全般」「掃除jと伝っ
ている。家の外では，調査時期が雪のある 2,3月であるため，このような結果となっている。
「庭の手入れ」「家庭菜園」などは趣味と健康を兼ねているようである。「除雪」も中には健康
のためと思って行っていることが後の図4に示されている。 「家事をまったく しないj女性は
8人いるが，そのうち，家族構成のためと思われる「単独＋子，孫他J世帯が5人含まれる。
一方男性の場合は24人であり， 「夫婦」世帯が18人，「単独＋子，孫他J世帯が5人となってい
る。また 「毎日家事をする」男性37人をみると，「単独」 世帯は3人，「夫婦」世帯が26人と多
い。「夫婦J世帯の中でも70歳代の男性の 「毎日家事をする」割合が高い。
表6 家事
男 女
年 齢総数人毎日時々 全く 無回答 総 数人毎日時 々全 く無回答
（%） する する しない （%） する する しない
60～64歳 。 1 。 4 3 。 1 。
( 0.0) (50.0) (50.0) ( 0.0) (75.0) ( 0.) (25.0) ( 0.0) 
65-69歳 53 10 26 12 5 103 96 4 1 2 
(18.9) (49.1) (22.6) ( 9.4) (93.2) ( 3.9) ( 1.0) ( 1.9) 
70-74歳 52 12 27 8 5 85 70 7 4 4 
(23.1) (51.9) (15.4) ( 9.6) (82.4) ( 8.2) ( 4.7) ( 4.7) 
75-79歳 28 13 11 2 2 18 15 1 2 。
(46.5) (39.3) ( 7.1) ( 7.1) (83.3) ( 5.6) (11.1) ( 0.0) 
80歳以上 9 2 4 1 2 8 6 。
(22.2) (44.5) (11.1) (22.2) (75.0) (12.5) ( 0.0) 02.5) 
計 144 37 69 24 14 218 190 13 8 7 
(100.0) (25.7) (47.9) (16.7) ( 9.7) (100.0) (87.1) ( 6.0) ( 3.7) ( 3.2) 
図1 家事の内容（複数回答）
家の中 （人）
家の外 （人）
35 70 175 20 40 60 80 1（町
炊事 :~ 庭の手入れ
掃除 除雪
家事全般 家庭菜園
食事の後片づけ 屋外の掃除
洗濯 lilil]男（ 74人） ITITJ男 (105人）
孫の相手 ~女（200人） 犬の散歩 ~女 （108人）
布団の上げ下ろし 家の補修
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総務庁が60歳以上の日本， アメ リカ，イギリス，韓国， ドイ ツの男性，女性に「夫が家事を
することに対する意見」を聞いた結果がある。それによるとアメリカ，イギリスの「夫婦平等
に分担すべき」と 「ある程度は分担すべき」を合わせるとそれぞれ92.7%, 82.1%と共に高く，
中でもアメリカは「夫婦平等に分担すべき」が59.6%となっている。それに対し韓国とドイツ
は似通った傾向にあり， 「ある程度は分担すべきjがそれぞれ57.7%, 52.7%，「夫婦平等に分
担…」が共に約16%であった。日本は「ある程度は分担…」が57.5%と韓国，ドイツとほぼ同
じであったが 「夫婦平等に分担…」が4.9%と非常に少なく 「しなくてもよい」が26%となっ
ている。また，女性の「無回答」「分からない」がl割を越えて日本らしい結果が出ている。
しかし「夫婦平等に分担…」は5か国とも女性のほうが低い率となっている。実際に従事して
いる家事の多い男性ほど （韓国を除き）「夫婦平等に分担…jの回答比率が高い。男性の従事
している家事内容は「掃除」「買い物」「洗濯」「炊事」が多いが日本と韓国はその割合がいず
れも10%未満と他国に比べて低い。
3.健康状態
表7に「身体の不調」についてまとめた。老人大学，健康教室に通う健康と思われる高齢者
の集団ではあるが，「身体の不調」を「時々」または 「よく感じるJという割合は男性で59.7%, 
女性で59.2%と多い。また「ない」と答えた割合は男性のほうが多く 35.4%であった。その自
覚症状（図2）には便秘，息切れ，倦怠感，めまいが多い。平成元年国民生活基礎調査による
と，自覚症状のある者（有訴者）は，国民4人に 1人となっているが， 65歳以上では男性47.1%, 
女性52.7%とほぼ2人に 1人の割合となっている。同じく本調査と比較すると「よくある」「時々
ある」の65歳以上は男性59.9%，女性59.8%とやや高くなっているが同年代層の「通院中」の
者はそれぞれ48.6%, 39. 7%となっている。国民生活基礎調査では「通院中」の者が54.8%, 
59. 4%と逆に高くなっている。同調査で50歳以上の健康状態の良い者（生活影響，自覚症状，
通院のいずれも無し）は50歳以上でも39.3%と低く，性別では男性のほうが女性よりやや高い。
表7 身体の不調
男 女
年 齢総数人よく 時々 ない無回答 通院中 総数人よく 時々 ない 無回答 通院中
（%） ある ある （%） ある ある
60-64歳 2 。 1 。 。 4 。 2 I 
( 0.0) (50.0) (50.0) ( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) (25.0) (50.0) (25.5) (25 .5) 
65-69歳 53 I '2:1 22 3 22 103 8 59 25 11 42 
( 1.9) (50.9) (41.5) ( 5.7) (41.5) ( 7.8) (57.2) (24.3) (10.7) (40.8) 
70-74歳 52 4 28 16 4 33 85 3 44 24 14 30 
( 7.7) (53.8) (30.8) ( 7.7) (63.5) ( 3.5) (51.8) (28.2) (16.5) (35.3) 
75-79歳 28 。 20 8 。 12 18 10 4 3 9 
( 0.0) (71.4) (28.6) ( 0.0) (42.9) ( 5.6) (55.5) (22.2) 06.7) (50.0) 
80歳以上 9 2 3 4 。 2 2 3 2 4 
(22.2) (33.3) (44.5) ( 0.0) (22.2) (12.5) (25.0) (37.5) (25.0) (50.0) 
言十 144 7 79 51 7 69 218 13 116 58 31 86 
(lO(l.0) ( 4.9) (54.8) (35.4) ( 4.9) (47 .9) (100.0) ( 6.0) (53.2) (26.6) (14.2) (39 .4) 
図2 自覚症状
男 女
37 
図便秘
~息切れ
図倦怠感
~ めまい
図腰痛
圏腹痛
凹 頭痛
園 肩こり
国 その他
老人にらると何らかの傷病を持つ率が非常に多く なるが健康状態を聞いた本調査では，「良好J
「普通」と答えたものが，男性では52.1%，女性では58.7%となっている。 傷病を持つ者すべ
てが必ずしも病人ではなく，何らかの病気をもち通院しながらも， 図4で述べるが，食事，運
動の両面から健康管理している高齢者たちが多いといえる。
続いて 「睡眠状態」を表8に示した。夜眠れるかどうかについての関心の高さが無回答率の
低さからも伺える。「熟睡できるJ「ほぼ熟睡できる」は男性で86.8%，女性で74.3%又，「熟
睡できるJと答えた人は女性の方が多く22.9%であった。 「熟睡できない」理由を図3に示した。
更に 「熟睡できない人jだけの理由をみると女性では 「途中で目が覚める」ためとする者がか
なり多くおり，男性では「たびたび トイレに起きるため」と答える者が多い。その他， 本調査
の「外出状況」「意識して体を動かしているか」などの回答からその理由はえられなかったが「通
表8 睡眠状態
男 女
年 齢総数人熟睡ほほ熟睡 熟睡 紙回答 総 数人 熟 睡ほぽ熟睡熟 睡 無回答
（%） できる できる できない （%） できるできる できない
60-64歳 2 。 1 1 。 4 2 2 。 。
( 0.0) • (50.0) (50.0) ( 0.0) (50.0) (50.0) ( 0.0) ( 0ρ） 
65-69歳 53 19 29 4 I 103 17 61 22 3 
(35.8) (54.8) ( 7. 5) ( 1. 9) (16 .5) (59.2) (21.4) ( 2.9) 
70～74歳 52 16 31 5 。 85 15 45 22 3 
(30.8) (59.6) ( 9.6) ( 0.0) (17 .6) (53.0) (25.9) ( 3.5) 
75-79歳 28 7 15 6 。 18 5 8 5 。
(25.0) (53.6) (21.4) ( 0.0) (27 .8) (44.4) (27.8) ( 0.0) 
80歳以上 9 3 4 2 。 8 2 5 。
(33.3) (44.5) (12.5) ( 0.0) (25.0) (62.5) (12.5) ( 0.0) 
計 144 45 80 18 1 218 41 121 50 6 
(100.0) (31.3) (55.5) (12.5) ( 0.7) (100.0) (18.8) (55. 5) (22.9) ( 2.8) 
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図3 熟睡できない理由
男 女
表9 歯の具合
男
義歯が 義歯だが全て 証回答 総数人噛み 義歯が
図トイレに起きる
図寝つきが悪い
D途中で目が覚める
自 その他
女
義歯だが全て 無回答
（%） にくい合わない噛める 自分の歯 （%） にくい合わない 噛める 自分の歯
60-64歳 。 。 2 。 。 4 。 。 3 。
( 0.0) ( 0.0) (]CO .0) ( 0.) ( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) (75 .0) (25.0) ( 0.0) 
65～69歳 53 。 9 35 7 2 103 2 17 53 16 15 
( 0.0) (17 .0) (66.0) (13.2) ( 3.8) ( I. 9) (16.5) (51. 5) (15.5) (14.6) 
70-74歳 52 。 5 36 10 l 85 2 8 56 4 15 
( 0.0) ( 9.6) (69.3) (19.2) ( 1.9) ( 2.4) ( 9 .4) (65.9) ( 4. 7) (17.6) 
75～79歳 28 3 2 21 18 。 4 10 。 4 
(10. 7) ( 7 .1) (75.0) ( 3.6) ( 3.6) ( 0.0) (22.2) (55 .6) ( 0.0) (22.2) 
80歳以上 2 。 6 。 8 。 。 8 。 。
(22.2) ( 0.0) (66. 7) (11.1) ( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) (100.0) ( 0.0) ( 0.0) 
計 144 5 16 100 19 4 218 4 29 130 21 34 
(100.0) ( 3.5) (11.1) (69.4) (13.2) ( 2.8) (100.0) ( 1.8) (13.3) (59. 7) ( 9.6) (15.6) 
院中Jと答えている割合が高いのが目立つた。 「歯の具合」を表9に示した。 「噛みにくい」「義
歯が合わない」と不調を訴えた男性は14.6%，女性で15.1%とほぼ同数であるが「義歯だがか
める」「全て自分の歯」と答えた人はそれぞれ82.6%,69.3%と男性のほうが高い。
4.食事状況及び満足度
表10は誰と食事をしているか「食事状況」を家族構成別にみたものである。「単独」世帯では，
友人と食べるものもいたがその数は少ない。 「単独＋子，孫他」世帯では，夕食は同居者と食
べる者が多いが，朝， 昼食は一人でとることが多く，特に女性の昼食は約6割が一人である。
「夫婦＋子，孫他」世帯では夕食は同居者と食べる者が多いが，朝， 昼食は夫婦で食べる者が
多く更にその傾向は昼食のほうが高い。
表11は日常の食事に対する 「量」「品数」「固さ」「味つけ」「晴好J「料理の変化」「食事の雰
囲気」「食事の時間帯」の8項目についての満足度を男女別にまとめたものである。全体では
男性で90.7%，女性で76.7%とどの項目についても満足度は高い。男性では 「量j「食事の時
世帯単独
人数男 女
3 38 
食ひそ ひそ
状事との との
況り他 り他
朝食 3 0 35 3 
昼食 3 0 32 6 
夕食 3 0 35 3 
年 齢
量
品数
固さ
味つけ
噌好
料理の変化
食事の時間帯
食事の雰囲気
言十
総数人
（%） 
144 
(100.0) 
144 
(100.0) 
144 
(100.0) 
144 
(100.0) 
144 
(lCO .0) 
144 
(100.0) 
144 
(100.0) 
144 
(100.0) 
1, 152 
(100.0) 
表10 家族構成別食事状況
単独＋子，孫他
男 女
5 58 
ひ問そ ひ問そ
と居の と 屈の
り者他 り者他
2 3 0 19 3h 3 
2 3 0 36 18 4 
l 4 0 8 5日。
満 足
139 
(96.5) 
131 
(91.0) 
130 
(90.3) 
130 
(90.3) 
131 
(91.0) 
117 
(81.2) 
134 
(93.0) 
133 
(92.3) 
1,045 
(90. 7) 
男
やや
不満
3 
( 2.1) 
11 
( 7 .6) 
11 
( 7 .6) 
( 7.6) 
11 
( 7 .6) 
23 
(16 .0) 
4 
( 2.8) 
7 
( 4.9) 
81 
( 7.0) 
表1
不 i前
0 
( 0.0) 
( 0. 7)
( 0.7) 
2 
( 1.4) 
( 0. 7) 
( 1.4) 
2 
( 1.4) 
2 
( 1.4) 
11 
( 1.0) 
夫
男
101 
U 夫そ
止の
り婦 他
I 99 l 
3 91 7 
0 99 2 
満足度
無回答
2 
( 1.4) 
( 0. 7) 
2 
( 1.4) 
( 0.7) 
( 0. 7)
2 
( 1.4) 
( 2.8) 
2 
( 1.4) 
15 
( 1.3) 
婦
女
95 
ひ夫そ
と σ〉
り婦他
2 93 0 
10 84 1 
0 94 I 
総数人
（%） 
218 
(100.0) 
218 
{lCJ.O) 
218 
(100.0) 
218 
(100.0) 
218 
ooo. o) 
218 
(100.0) 
218 
(100.0) 
218 
(100.0) 
夫
男
3 
ひ 夫 同 そ
と 居の
句婦 者他
1 15 17 0 
1 21 9 2 
0 9 23 I 
満 足
187 
(85.7) 
163 
(74.8) 
171 
(78.4) 
179 
(82.1) 
166 
(76.1) 
142 
(65.2) 
173 
(79.3) 
156 
(71.5) 
女
やや
不 満
10 
( 4.6) 
26 
(11. 9) 
13 
( 6.0) 
17 
( 7 .8) 
17 
( 7 .8)
43 
(19. 7) 
22 
(10.1) 
23 
(10.6) 
1, 744 
(100.0) 
1,337 
(76. 7) 
171 
( 9.8) 
39 
婦＋子，孫他
女
26 
ひ夫同そ
と 居の
り婦者他
0 9 16 I 
0 17 7 2 
0 4 20 2 
不 j前
3 
( 1.4) 
5 
( 2.3) 
2 
( 0.9) 
2 
( 0.9) 
( 0.5) 
7 
( 3.2) 
3 
( 1.4) 
( 3.2) 
30 
( l. 7) 
無回答
18 
( 8.3) 
24 
(11.0) 
32 
(14. 7) 
20 
( 9.2) 
34 
(15.6) 
26 
(11.9) 
20 
( 9.2) 
32 
(14. 7) 
206 
(11. 8) 
間帯J，女性では 「量J「昧つけJに満足度が高い。少数ではあるが，「やや不満」「不満」 を合
わせ，不満度の高さを比較すると男女とも「料理の変化」に不満を感じている人が多い。つい
で男性では，「昧つけ」，女性では「品数」となっている。表ll(a）～（h）は，各項目をさらに年齢
別， 男女別にみたものである。満足度との関連をみるため，表12には各項目別に 「やや不満」
「不満」をもっ者のみの家族構成，食事状況をまとめてみた。なお，家族構成の不明な者は除
いた。各項目についてみていく。
「量Jについては「満足jしている男性は96.5%，女性で85.7%と8項目の中で一番満足度
が高い。女性の 「単独＋子，孫他」世帯の中で不満をもっ者は 「作る人」が自分以外のため同
居している人に合わせて作られるためであろう。そのほかの 「夫婦」世帯等では 「作る人」が
自分である。後述するように，健康のために「食事の量」に気をつけている人が多い。
本益
Cコ品数
? ? ? ?
??
???????
? ?
?
? ? ?
???
?????????（???）
無回答
0 
(0.0) 
12 
(11. 7) 
女
やや不満
不満
3 1 0 
(75.0) (25.0) (0.0) 
80 10 1 
(77.6) (9.7) (1.0) 
満足無回答
0 
(0.0) 
(1.9) 。
(0.0) 
男
やや不満
不満
2 0 0 
(100.0) (0.0) (0.0) 
49 3 0 
(92.4) (5.7) (0.0) 
45 6 1 
(86.6) (11.5) (1.9) 
）???（?量
満足無回答
0 
(0.0) 
(8. 7) 
女
やや不満
不満
4 0 0 
(100.0) (0.0) (0.0) 
88 4 2 
(85.5) (3.9) (1.9) 
満足無回答
0 
(0.0) 
(1.9) 
(0.0) 
男
やや不満
不満
2 0 0 
(100.0) (0.0) (0.0) 
52 0 0 
(98.1) (0.0) (0.0) 
(a) 満足度
数
女人
（%） 
4 
???
表1
満足
2 
齢
60-
64歳
年
103 53 65-
69歳
7 
(8.2) 
63 11 4 
(74.2) (12.9) (4.7) 
11 4 0 
(61.1) (22. 2) (0. 0) 
(7 .1) 
73 5 1 
(85.8) (5.9) (1.2) 
16 1 0 
(88.8) (5.6) (0.0) 
49 3 0 
(94.2) (5.8) (0.0) 
85 52 70～ 
74歳
3 
(16. 7) 
2 
(25.0) 
24 
(11.0) 
6 0 0 
(75.0) (0.0) (0.0) 
163 26 5 
(74.8) (11.9) (2.3) 
0 
(0.0) 
(0.0) 
(0. 7) 
26 2 0 
(92.9) (7.1) (0.0) 
9 0 0 
(100.0) (0.0) (0.0) 
131 11 1 
(91.0) (7.6) (0.7) 
(5.6) 
2 
(25.0) 
18 
(8.3) 
6 0 0 
(75.7) (0.0) (0.0) 
187 10 3 
(85.7) (4.6) (1.4) 
(3.6) 
0 
(0.0) 
2 
(1.4) 
27 0 0 
(96.4) (0.0) (0.0) 
9 0 0 
(100.0) (0.0) (0.0) 
139 3 0 
(96.5) (2.1) (0.0) 
18 
218 
(100.0) 
8 
28 
144 
(100.0) 
9 
??
?
????
??
?
?
? ?
?
?
味付け
無回答
0 
(0.0) 
12 
(11. 7) 
女
やや不満
不満
3 1 0 
(75.0) (25.0) (0.0) 
86 4 1 
(83.4) (3.9) (1.0) 
70 9 1 
(82.3) (10.6) (1.2) 
満足無回答
男
やや 不満
不満
2 0 0 
(100.0) (0.0) (0.0) 
( d) 固さ
満足無回答
女
やや不満
不満
4 0 0 
(100.0) (0.0) (0.0) 
満足無回答
0 
(0.0) 
0 
(0.0) 
16 
(15.5) 
）???
? ?
（?
男
やや不満
不満
2 0 0 
(100.0) (0.0) (0.0) 
47 5 0 
(88.7) (9.4) (0.0) 
( c) 
数
女人
（%） 
4 
???
満足齢年
2 60-
64歳
(1.9) 。
(0.0) 
47 4 1 
(88.6) (7 .6) (1.9) 
46 5 1 
(88.5) (9.6) (1.9) 
84 2 1 
(81. 6) (1. 9) (1. 0) 
62 9 1 
(72. 9) (10. 6) (1. 2) 
(1.9) 
103 53 65～ 
69歳
(5.9) 
13 
(15.3) 
0 
(0.0) 
48 3 1 
(92.3) (5.8) (1.9) 
85 52 70-
74歳
(5.6) 
2 
(25.0) 
20 
(9.2) 
14 3 0 
(77.7) (16.7) (0.0) 
6 0 0 
(75.0) (0.0) (0.0) 
179 17 2 
(82.1) (7.8) (0.9) 
0 
(0.0) 
(1.1) 
2 
(1.4) 
27 1 0 
(96.4) (3.6) (0.0) 
8 0 0 
(88.9) (0.0) (0.0) 
130 10 2 
(90.3) (6.9) (1.4) 
(5.6) 
2 
(25.0) 
32 
(14. 7) 
15 2 0 
(83.3)(11.1) (0.0) 
6 0 0 
(75.0) (0.0) (0.0) 
171 13 2 
(78.4) (6.0) (0.9) 
(3.6) 。
(0.0) 
(1.4) 
26 1 0 
(92.8) (3.6) (0.0) 
7 2 0 
(77 .8) (2.2) (0.0) 
130 11 1 
(90.3) (7.6) (0.7) 
18 
8 
144 218 
(100.0) (100.0) 
28 
9 
75～ 
79歳
?
?
????? ?
?
。 。
( e) 晴好 ( f) 料理の変化
ft': 数 男 女 男 女
年齢 男 女人 満足 やや不満無回答 満足 やや不満無回答 満足 やや不満無回答 満足 やや不満無回答
（%） 不満 不満 不満 不満
60- 2 4 。2 。 。 4 。。 。 1 1 。 。 3 1 。 。
64歳 (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (50.0) (50.0) (0.0) (0.0) (75.0) (25.0) (0.0) (0.0) 
65- 53 103 49 3 。 1 81 6 1 15 44 7 。 2 65 21 2 15 
69歳 (92.0) (6.0) (0.0) (2.0) (79.0) (6.0) (1.0) (14.0) (83.0) (13.0) (0.0) (4.0) (63.0) (20.0) (2.0) (15.0) 
70- 52 85 48 3 1 。 60 10 。 15 41 10 1 。 55 17 5 8 
74歳 (92.3) (5.8) (1.9) (0.0) (70.6) (11.8) (0.0) (17 .6) (78.9) (19.2) (1.9) (0.0) (64.7)(20.0) (5.9) (9.4) 
75- 28 18 26 2 。 。 15 1 。 2 24 4 。 。 14 3 。
79歳 (92.9) (7.1) (0.0) (0.0) (83.3) (5.6) (0.0) (11.1) (85.7) (14.3) (0.0) (0.0) (77. 7) (16. 7) (0. 0) (5.6) 
80歳 9 8 8 1 。 。 6 。。 2 7 1 1 。 5 1 。 2 
以上 (88.9) (11.1) (0.0) (0.0) (75.0) (0.0) (0.0) (25.0) (77 .8) (11.1) (11.1) (0.0) (62.5) (12.5) (0.0) (25.0) 
言十 144 218 131 11 1 166 17 1 34 117 23 2 2 142 43 7 26 
(100. o) (loo. o) (91.0) (7.6) (0.7) (0.7) (76.2) (7.8) (0.4) (15.6) (81.2) (16 .0) (1.4) (1.4) (65.2) (19.7) (3.2) (11.9) 
( g) 食事の時間帯 ( h) 食事の雰囲気
総 数 男 女 男 女
年齢 男 女人 満足 やや不満無回答 満足 やや不満無回答 満足 やや不満無回答 満足 やや不満無回答
（%） 不満 不満 不満 不満
60- 2 4 1 。1 。 4 。。 。 2 。。 。 4 。。 。
64歳 (50.0) (0.0) (50.0) (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) 
65- 53 103 48 3 。 2 83 8 2 10 50 1 1 1 78 9 5 11 
69歳 (90.6) (5.7) (0.0) (3. 7) (80.6) (7 .8) (1.9) (9.7) (94.3) (1.9) (1.9) (1.9) (75. 7) (8. 7) (4.9) (10. 7) 
70- 52 85 50 1 1 。 66 1 1 7 49 2 1 。 60 12 12 
74歳 (96.2) (1.9) (1.9) (0.0) (77. 7) (12. 9) (1.2) (8.2) (94.2) (3.9) (1.9) (0.0) (70. 6) (14 .1) (1. 2) (14.1) 
75～ 28 18 26 。。 2 16 1 。 1 23 4 。 1 11 2 。 5 
79歳 (92.9) (0.0) (0.0) (7 .1) (88.8) (5.6) (0.0) (5.6) (82.1) (14.3) (0.0) (3.6) (61.1) (11.1) (0.0) (27 .8) 
80歳 9 8 9 。。 。 4 2 。 2 9 。。 。 3 。1 4 
以上 (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (50.0) (25.0) (0.0) (25.0) (100.0) (0.0) (0.0) (0.0) (71.5) (10.6) (3.2) (14. 7) 
計 144 218 134 4 2 4 173 22 3 20 133 7 2 2 156 23 7 32 
(100.0) (100.0) (93.0) (2.8) (1.4) (2.8) (79. 3) (10 .1) (1. 4) (9.2) (92.3) (4.9) (1.4) (1.4) (71.5) (10.6) (3.2) (14. 7) よ＝・ト~
時通．
hコ
不満を感じている者の食事状況表12
? ? ? ?
?
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「品数」は女性でやや満足度が低く中でも75-79歳では61.1%の満足度となっている。家族
構成別に見ると「単独」世帯と，「夫婦＋子，孫他」世帯でも不満がみられる。 「単独J世帯で
は「品数jを多くはそろえにくいと思われる。健康のために食事上， 注意していることに「食
品数を多く摂取したい」とあげている者も多い。第2報で後述するが不満を感じている者は摂
取食品数が平均数よりやや少なくなっている。この点に品数に不満を感じている理由が考えら
れる。
「固さ」 について「満足」している男性は90.3%，女性は78.4%で男性のほうが満足度は高
い。 表9のところで述べたように 「歯の状態Jの良好な者は男性で82.6%，女性で69.3%であ
り歯の具合と関連が見られる。不満を持つ男性は12人いるがそのうち義歯が合わなかったり欠
けたりしているものが5人，女性では15人中4人であった。
「味つけJについては男性は「やや不満」と 「不満」を合わせると9.0%ではあるが不満度
からみると 8項目の中では2番目となっている。年齢別では70-74,65-69歳，また家族構成
別では「夫婦jと「夫婦＋子，孫他」世帯に多くみられる。これは作る側の妻が健康のために
塩分や，油の使用に注意しているためと考えられる。一方，女性では同居者と暮らしている「単
独＋子，孫他J，「夫婦＋子，孫他」世帯に多くみられ，この中には 「作る人」 が自分以外の場
合がある。
「噌好」についての満足度は男性で91.0%である。女性で76.1%となっているが8項目中，
満足度も不満の割合もやや低く無回答が多い。多くの女性が食事を作る本人であるためと思わ
れる。しかし， 同居者がいる「単独＋子，孫他」，「夫婦＋子，孫他」世帯では作る人が自分以
外ということもあってか晴好が満足されていない者もいる。男性では「夫婦」世帯で約10%が
不満を持っているがこれも 「昧つけ」と同様，健康を気づかう妻の気持ちとのずれと思われる。
「料理の変化Jについては 「やや不満」 と 「不満Jを合わせると男性17.4%，女性22.9%と
男女ともに8項目の中ではもっとも不満度が高い。特に70～74歳代に多い。共に食事をする人
数が少ない「単独」，「夫婦」世帯と 「単独＋子，孫他」世帯でも不満度が高い。ここでも健康
のために 「バランスのよい食品の組み合わせ」や「食品数を多く」などに気をつけている表れ
と思われる。
「食事の時間帯」については，男性4.2%，女性11.5%が不満を感じている。同居者のある「単
独＋子，孫他」世帯に多い。これは女性が作る側にたち規則正しく食事をとりたいと考えてい
るが同居者との聞で，生活時間のずれが生じているためと考える。女性のひとり暮らしの場合
は食事時間が不規則になりやすいと思う。
「食事の雰囲気」に不満を感じている割合は女性で13.8%となり， やや高い。家族構成別で
は男女とも 「単独」世帯が多くなっている。また，女性では「単独＋子，孫他」世帯でも不満
の割合が高い。
5.鍵康のために注意していること
図4は健康のために注意している 「食事」と「運動」について，男女合わせて数の多い項目
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規則正しく三食娯る
ゆっくりよく噛む
そのほか
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図4 健康のために注意していること（複数回答）
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からあげたものである。「食事」については男性76%，女性80%とやや女性のほうが回答率が
高く，「運動」ではそれぞれ83%,69%と男性のほうが多く回答があった。表以外にも非常に
多くの項目があげられた。項目を見ると厚生省が示した「健康づくりのための食生活指針」ゃ
農林水産省の 「望ましい食生活」で上げられている事がらも含まれており，老人大学で学んで
実行していることも考えられる。その他，「肉を食べない， または控える」「魚を多く摂るJ「牛
乳を飲むJなど食品を上げて注意している者，「カルシウム」「ビタミン C」など栄養素の面
から考えている者，「間食を控える」 「独自の健康食品を食べている」などと多種類にわたって
いる。 「運動」では上記した様に男性の回答者率が高く，またあげられた数も多かった。特に
道具を必要としなく，一人で気軽にできることが多い。 「歩く」の中にも 「歩数や距離をきめ
て実行している」 「なるべく早足で歩くようにしている」などさまざまである。そのほか「青
竹踏みJ「腹式呼吸」「指を使う」など体調に合わせて意識して 「適度に体を動かす」など高齢
者にとっては重要なことである。「ダンス」 「グリーンボール」など対象者が健康教室で、行って
いる運動もあるが，教室以外でも同じ仲間と引き続き楽しんでいる者も多い。
U ま と め
調査対象者の各年代層に多少人数のばらつきがみられるが，以上を要約すると，
1.一日の活動状況では，対象者が老人大学，健康教室に通っているため職を持っている者は
少ない。しかし外出する割合は高く男性で9割，女性で8割近くが週2, 3回以上外出してい
る。その外出内容は，老人クラブが多く，そのほか女性では趣味に， 男性では社会活動となっ
ている。家事に参加している男性は73.6%であり，特に70歳代に多くみられる。まったくしな
い者は16.7%である。女性で家事をまったくしない者は 「単独＋子，孫他」世帯にややみられ
るが，これは，家族構成によるものと思われる。
2.健康状態では「便秘」「息切れJ「倦怠感jなど自覚症状に男女の差はみられるものの，「身
体の不調jを訴える場合は共に約6割とほぼ同じであるが，不調の無い者は男性のほうが高い
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ため男性のほうが健康状態は良好と考えられる。しかし通院中の者は男性のほうが多いこと，
健康意識は女性のほうが高いことから女性のほうが，我慢強いと推察される。「睡眠状態」で
は「トイレに起きる」「寝つきが悪い」などがあるものの男性のほうが良い。「歯の状態」も男
性のほうが良く噛めているようである。
3.朝，昼，夕食を家族構成別に誰と食べているかをまとめると「単独」世帯，「夫婦」世帯
はそれぞれ一人，夫婦で食べている者が多い。同居者のいる世帯では同居者と食べる割合は夕
食が多く，次に朝，昼食の順となっている。食事についての満足度は，すべての項目で高く特
に，男性は9割が満足している。男性で満足度の高い項目は「量」「食事の時間帯」，女性では
「量」「味つけ」と続いている。また，男女とも「料理の変化」にやや不満が見受けられた。
年代別では男性では70～ 74歳代に不満をもっ者が多くみられた。これらの不満の原因のーっと
して家族構成が考えられる。「単独」世帯，特に女性では「単独＋子，孫他」世帯にやや多く
みられる。
4.対象者が，老人大学，健康教室に通っているため，健康のためによく注意し，実行してい
る者が多い。「食事」については国から出されている「食生活指針」等に添って実行している
と思われる者が多い。「運動」については体を動かそうという意識が高い。施設を使わないで
体調に合わせていつでもできることや，家庭内での仕事も健康のためと考えて無理なく行って
いる。
以上，対象者の半数以上が何らかの身体の不調を訴えていたり，家族構成によっては物足り
なさはあるものの老人大学，健康教室に通う仲間を持つことで精神的，身体的にもこれを乗り
越えている意欲的な高齢者であると思われる。今回は，現在ふえ続けている独居老人，つまり
「単独」世帯数が少なく十分検討できなかったため今後の課題としたい。
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